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そして、そのような構えを可能にするのは「わからなさこそが、他者の豊かさであり、人間の
豊かさ」［P.４］だという人間観である。
３．中身について
本書は個々のエッセイが重きを置いているトピックを元に、「集まる」「暮らす」「伝える」「信
じる」「関わる」という５つのパートと、それらとは独立したショートエッセイの合計６つの
パートから成っている。とは言え、これらの分け方は便宜的なものであり、すべてのエッセイ
は独立して完結しているので、どこから読んでも良いようにできている。個別の章立ては以下
の通りである。カッコ内は紹介されるエピソードの舞台となる国や地域を指している。
第Ⅰ部　集まる　国家・アート・アイデンティティ
見える境界・見えない境界―食と身体感覚からみるエスニシティ［ブラジル］安井大輔
難民として生きる―国籍との抜き差しならぬ関係［インド・ネパール］山本達也
社会を反映しない歌―ある女性と歌と周辺性について［台湾］田本はる菜
未来を照射する過去―ドレッド・ロックスと縄文タトゥー［ジャマイカ・日本］神本秀爾
第Ⅱ部　暮らす　環境・災害・時間
エコ暮らしのスワヒリ農村―ボンディのココヤシの葉利用［タンザニア］髙村美也子
自然災害とともに生きる―ソロモン諸島村落部の暮らしから考える日常性［ソロモン諸島］
 藤井真一
季節がかわるとき―初物献上のゆくえをめぐって［ミクロネシア］河野正治
第Ⅲ部　伝える　教育・歴史・記録
子にかける夢と迷い―「教育」を再考する［ブルキナファソ］清水貴夫
記述された歴史を語り伝える―外国人による歴史叙述の活用［エチオピア］吉田早悠里
文書のなかの固有名―インデックスとしての人格と地格［ブルキナファソ・フランス］中尾世治
集合的人格における融即と責任―レヴィ＝ブリュルとモース［日本］中尾世治
第Ⅳ部　信じる　信念・巡礼・改宗
現代の魔女たちの魔法［イギリス］河西瑛里子
アニメの聖地巡礼のグローバル化［イギリス・ヨーロッパ］河西瑛里子
重層的なフィエスタ―誕生祝から巡礼まで［メキシコ］山内熱人
信徒達の思索について［ケニア］岡本圭史
狩人とアフリカミツバチ［マリ］溝口大助
ショートエッセイ
機内食を初めて食べた少女の話　山野香織
メディアで働いても文化人類学から離れられない理由　高田彩子
第Ⅴ部　関わる　身体性・ケア・コミュニケーション
表現を通して「知る」ということ―障害がある人たちとの演劇制作の現場から［日本］宮本　聡
「老い」とは何か、その問題とは何か―一人暮らし老年者の人類学的調査研究からみえて
きたもの［沖縄］菅沼文乃
普遍的な納得のあり方を求めて［バヌアツ共和国］大津留香織
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異質なものを引き受ける身体［日本・中国］小西賢吾
「共に在る」感覚の再構成―チベット系民族の対面とモバイルメディアにおける関わり［イ
ンド・日本］中屋敷千尋
４．おわりに
本書に収録されているそれぞれのエッセイは、フィールドの人々やフィールドで起きている
現象を理解するために理論や知識、経験にもとづく判断をそれこそ接ぎ木することで、可能な
限り多くの人と共有できるように編み直したものである。編者として本書を再読して実感する
のは、それぞれのエッセイで用いられている表現や紹介される概念、エピソードを通じて自身
が持ち合わせていなかった、あるいは言語化することをこれまで試みなかった感情や感覚に出
会えたという喜びである。そしてすぐさま、フィールドの人々の側では、各執筆者たちとの出
会いはどのようなものとして経験されストーリーとして共有されていったのだろうという新た
な疑問も湧いてくる。
かつて、石原は自分とは異なる他者にも自分と同じような内面があると感じる志向性を「内
面の共同体」［石原2009：70］と呼んだが、本書が開く可能性のひとつは、この「内面の共同
体」のメンバーシップを、筆者と読者にとどまらず、フィールドの人々にまで拡張し新たなコ
ミュニケーションを発動させようとするところにあると言えるかもしれない。
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